
健診結果を氷山に例えてみよう 　健診日：  　　　　年　　　　月　　　　日 氏名

　 腹囲　 ：　男性　８５ｃｍ以上、女性　９０ｃｍ以上

肥満度：　ＢＭＩ　２５以上

（京都市国民健康保険　「メタボリックシンドローム実践ハンドブック」より一部改変）
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お薬で１つの山を小さ
くできても、他の山を
小さくすることはでき
ないんだよ！

内臓脂肪が減ると、
氷山全体が小さくな
るんだね。

検査値が、イラストの血
管にまで達したら、治療
等が必要です。

氷山が現れても、
生活習慣の改善で
予防ができます。


